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昭和56年以前の木造住宅は、
　　　　　まず耐震診断を受け、地震に備えましょう。
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9　木造住宅の耐震改修のすすめ

なぜ耐震改修が必要なのか？

木造住宅耐震化への手順は？



耐震改修の方法とその費用は？

耐震化をサポートする融資制度は？
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●大地震では、テレビが飛び、タンスがあなたの上に倒れかかってきます
阪神・淡路大震災でも、多くの方が倒れてきた家具の下敷きになって、尊い命を失ったり、
大ケガをしたりしました。また、テレビや家具が散乱し、逃げ遅れた人たちもいます。

●窓ガラスや食器は、鋭い破片を床一面に広げ、あなたの行く手をはばみます
素足で歩ける状態ではありません。スリッパやズック靴など、いつでも使えるように置いて
おきましょう。

●「生き残ってから」のことよりも、「生き残るため／死なないための努力」を先に行いましょう
まずは、身近な空間の安全点検と必要な対策が最優先です。

寝室の例 （改善前） （改善後）

分離防止

ハリや壁の丈夫なところに固定

飛び出し防止

転倒防止

安全な場所で寝る

動
移
に
置
位
な
全
安

10　地震発生の前にお部屋の総点検を

①絨毯や畳にはノッポな家具を置かない。
薄くて背の高い家具は、柔らかい床よりも硬い床の上に
置くようにしましょう。2階以上の場合には特に必要です。

③下に重い物を、上に軽い物を収納する。
重い物は下に下に収納するようにしましょう。
特に、棚板の高さが移動できる家具は、
こまめに棚の間隔を調整して下さい。

②前のめりよりも、後ろもたれ気味に置く。
家具は少なくとも慎重に置いてください。
下をわずかに前方に出して上を壁に付けて置くと安心です。

④扉や引出には鍵を掛けておく。
地震による震動で扉や引出が勝手に開い
てしまって、収納物が落下することがあり
ます。扉や引出に鍵が付いている家具は、
普段から施錠しておくようにしましょう。

⑤ガラスには飛散防止フィルムを。

だれでも簡単に貼れますので、ガラス扉の
安全確保のためにぜひご使用になること
をお薦めします。

絨毯や畳よりも板の間の方が安心
差し込む

家具の上にはガラスとかアイロンのよ
うな危険な物や、テレビなどの重い物
を置かないようにしましょう。
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